
評価の観点 評価項目
川口市 上尾市 さいたま市

評価のポイント 評価のポイント 評価のポイント

①スポー
ツ・健康を
核とした街
づくり、賑
わいづくり

①－１ ス
ポーツを核
とした街づ
くり賑わい
づくり

〇市内の水泳場で、２度の国体や県内の主要大会の開催
を担ってきており、本県水泳界をリードしてきた歴史と実
績

〇市立スポーツセンターを中心に８つのプールが整備され
ており、水泳文化が根付く街

〇川口市立高校スポーツ科学コースとの連携をモデルとし
た取組の全県的な波及効果

〇全国大会等も開催される陸上競技場、武道館でのス
ポーツの振興

〇周辺の大型商業施設との連携による賑わい創出

〇市内文化施設の講座と連携し、「文化＋スポーツ」など異
なる分野を組合せた教室を開催

〇スポーツ振興まちづくり計画による生
涯スポーツの推進及びスポーツを活用
した総合的なまちづくりを推進を提案し
ている

①－２ 健
康を核とし
た街づくり
賑わいづく
り

〇これまでの水泳への関りから多くの市民が水泳に親しむ
地域性

〇医療機関、民間事業者との連携による健康寿命の延伸

〇市内の施設と連携したスポーツ科学の周知及び健康教
室の開催

〇グリーンセンターとイオンモール川口との連携による賑わ
いの創出と健康事業の実施

〇スポーツ健康都市宣言による市民意識醸成

〇上尾シティーハーフマラソンなど、ボランティアの参加実
績を生かした大会開催への協力

〇地域とつながりのあるプロチームや出身アスリートなど地
域のスポーツ資源を生かしたスポーツ教室、健康増進教
室の開催

〇イオンモール上尾、周辺施設と連携した健康増進事業の
実施

②多様なス
ポーツ・健
康増進に寄
与するため
の各種運動
施設との連
携

②－１ 競
技力向上
に寄与する
ための連
携

〇主に、市民が利用している各種グラウンドが集積

〇神根運動場を多世代の市民による利用を想定した総合
運動場として整備

≪神根運動場の施設≫
野球場４面
サッカー場兼ラグビー場
少年サッカー場
ターゲットバードゴルフ場
北スポーツセンター
・屋内２５ｍプール（２５ｍ×６レーン）
・飛込プール（水深３．５ｍ）
・体育館（バスケットボール２面）
・野球場（夜間照明）
※北スポーツセンターは改築を予定

〇公式試合が開催可能な多くのスポーツ施設の集積
・アスリートの試合を想定した実践的なトレーニングに
よる競技力向上
・試合環境に近い施設でのスポーツ科学を活用した質の
高い測定が可能

○スポーツ振興の拠点として、異なる競技間の連携により、
トレーニング方法の共有や交流によるリラクゼーションな
どの相乗効果が生まれる。

≪上尾運動公園の施設≫
陸上競技場（第２種公認）
体育館（バスケットボール３面）
テニスコート（クレーコート５面）
武道館（主道場 弓道場 相撲場）
アイスアリーナ（国際規格）
スポーツ総合センター（体育館 宿泊施設）

〇スポーツコミッションの設置により、ス
ポーツ大会や合宿の誘致を行い、経済
の活性化への取組を提案している

〇スポーツシューレ事業による大会、合
宿、講習会等の会場として屋内５０ｍ
プール、スポーツ科学拠点施設を活用
することを提案してる

②－２ 健
康増進に
寄与するた
めの連携

〇人口の多い県南地域への整備による県民利用の増加

〇市の整備する総合運動公園での青少年からシニアまで
の幅広い世代の利用

〇市のスポーツセンター等で開催される健康教室にスポー
ツ科学の知見を活用

〇公園内の既存運動施設、市有運動施設を活用した各種
スポーツ大会の開催

〇県立リハビリテーションセンター等と連携した障がい者ス
ポーツの推進

〇健康増進のため、周辺市営スポーツ施設と連携し、県民
の誰もが参加できるスポーツ大会を開催
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資 料 １



評価の観点 評価項目
川口市 上尾市 さいたま市

評価のポイント 評価のポイント 評価のポイント

③県民の利
便性の向上

③－１ 車
のアクセス、
駐車場の
確保

〇１時間以内にアクセス可能な市町村
高速利用 ：３２市町村
高速未利用：１７市町村

〇駐車場整備に十分な広さの土地を無償提供

〇市による周辺道路の拡幅整備

〇１時間以内にアクセス可能な市町村
高速利用 ：２９市町村
高速未利用：２２市町村

〇上尾運動公園内に県による駐車場整備に必要なスペー
スを確保可能

〇市による周辺道路の拡幅、場外駐車場の整備 具体的な候補地未定

③－２ 公
共交通機
関のアクセ
ス

〇各市町村からの所要時間
１時間以内：２３市町村
２時間以内：５６市町村

〇ＪＲ東浦和駅より徒歩約２８分

〇バス本数の増便を検討

〇各市町村からの所要時間
１時間以内：１５市町村
２時間以内：６０市町村

〇ＪＲ上尾駅より徒歩約２７分

〇バス本数の増便を検討

④県民負担
の抑制

④－１ 整
備費

〇市有地の無償貸与により土地取得費なし

〇市による既存施設解体、敷地造成及び体育館を備えた
市立総合スポーツセンターの整備及び相互利用

〇県有地のため土地取得費なし

〇スポーツ総合センターの改修によるスポーツ科学拠点施
設の整備費削減

具体的な候補地未定④－２ 運
営費
（運営コストの
削減、収益性
の確保）

〇人口の多い県南地域への整備による収益増

〇市整備施設との自然エネルギーの相互利用

〇上尾運動公園の再編整備と連携した収益事業展開が可
能

〇既存井戸の活用による水道料金の削減

⑤その他個
別の課題

⑤－１ 法
令・行政手
続

〇整備に伴う関係法令の適用については、接する市道の
拡幅、公園区域の拡大などを、市で対応

〇既存スポーツ施設と同様の整備となるため、関係法令の
適用については実績あり。

具体的な候補地未定

⑤－２ 周
辺環境の
整備

〇川口市立北中学校について、日影・騒音などの影響を考
慮した配置計画が求められるが、建て替え時における将
来的な移転の可能性も示された。

〇高圧電線、下水道本管を避けた配置計画が求められる
が、下水道本管について、必要な場合には市による切り
回しが提案されている。

〇神根運動場の全体配置計画などについて県の整備方針
を尊重するとともに、事業の推進について全面協力するこ
とが示された。

〇既存アイスアリーナ屋上の太陽光発電への日影を考慮
した配置計画が求められる。

〇下水道本管に配慮した計画が求められるが、必要な場
合には市による切り回しが提案されている。

〇公園内の通学路について、整備計画に基づいて、児童
の安全を確保するなど、事業の推進について全面協力す
ることが示された。

候補地の比較

2


